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About Us

2019年 3月   設立

       6月    本店移転（大阪商工会議所 ㈳生産技術振興協会内）

豊中支部 開設（大阪大学 基礎工学部内）

 10月 東京支部 開設（東京都文京区 ㈱プロアシスト東京営業部内）

            10月 HP公開 https://hram.or.jp/

2020年 4月 厚生労働省教育訓練プログラム開発事業により基礎、応用コース開講

4月 応用コースが、経産省「第四次産業革命スキル習得講座」に認定される

5月 入門コース開講

2021年 5月 初級コース開講

8月 応用コースが、厚労省「専門実践教育訓練講座」に指定される

2022年10月 AIコース、実践コース開講

2023年 8月 HRAM同窓会設立

2023年 9月 リスキリング講座チャレンジコース開講

2024年10月 リスキリング講座 基礎・入門コースが英国王立統計学会データアナリスト認定講座として承認

代表理事： 鈴木貴（大阪大学 特任教授）

理 事： 瀧寛和（和歌山大学名誉教授 元学長）

朝倉 暢彦（大阪大学 数理・データ科学教育研究センター 特任教授

佐竹炎（公益財団法人サントリー生命科学財団 生物有機科学研究所

統合生体分子機能研究部 部長・主幹研究員）

特別顧問： 二宮清（ダイキン工業株式会社 社友）

(1) 学生、社会人を対象とした教育プログラムの開発と提供

(2) 講演会、公開講座、シンポジウム、研修会の開催支援

(3) 出前講義、技術相談、共同研究の斡旋

(4) 産業の活性化に資する理数系人材育成に関する提言

(5) その他当協会の目的を達成するために必要な事業

主要事業

沿革

役員紹介

非営利団体
大阪大学関連公益法人（国立大学法人情報開示基準）

https://hram.or.jp/


会員数
法人准正会員：2法人 73名

法人賛助会員：9社 58名

社会人個人会員：66名

学生会員：35名 合計 232名

＜社会人＞

年会費：法人正会員100万円

                法人准正会員A 100万円、B 50万円、C 25万円

                法人賛助会員7万円+法人賛助会員の社員3万円

個人賛助会員5万円（割引あり） 学生賛助会員1万円

非営利団体一般社団法人数理人材育成協会（HRAM）は、

数理人材を育成し、産業の活性化に資することを目的とする。

（2025年2月28日現在）

経済団体（２法人） 73

計 73

単位（名）

法人准正会員

会員数推移、会員構成について

＜学生＞

個人賛助会員（学生）大学別
うち

DuEX登録

大阪大学 10 6

京都大学 2 0

名古屋大学 1 0

滋賀大学 1 1

神戸大学 3 3

大阪公立大学 6 2

大阪市立大学 1 0

奈良先端科学技術大学 3 1

放送大学 3 0

北海道大学 1 0

立命館大学 0 0

和歌山大学 1 1

中央大学 1 0

順天堂大学 1 0

佛教大学 1 0

計 35 14

単位（名）

学部・研究科　内訳

工学系 10

医学系 6

経済系 5

法学系 2

情報系 4

農学系 0

理学系 4

文学系 4

計 35

単位（名）

個人賛助会員（社会人）業種別

製造 21

製薬 4

情報通信 6

金融、保険 2

建設 4

公務 1

教育・学習支援 0

サービス 7

学術研究、専門・技術サービス 3

医療、福祉 3

農業・林業 1

郵便・運輸 0

卸売、小売 0

教育機関 7

その他 7

計 66

単位（名）

法人賛助会員（業種別）

製造 45

製薬 0

情報通信 4

金融、保険 0

建設 0

公務 0

教育・学習支援 0

サービス 0

学術研究、専門・技術サービス 9

医療、福祉 0

農業・林業 0

郵便・運輸 0

卸売・小売 0

教育機関 0

その他 0

計 58

単位（名）



会員数推移、会員構成について



提供プログラムのご紹介
■ リカレント講座

■ リスキリング講座

■ DUEX講座

■  その他事業



学生・社会人向け

■リカレント講座
■リスキリング講座
■DuEX講座
■その他事業

各コース、修了要件を満たすと修了証授与

開講講座・コース

■リカレント講座キャリアアップを目指す学生・社会人のための学び直し教育訓練プログラム

■リカレント講座

キャリアアップを目指す学生・社会人のための

学び直し教育訓練プログラム

初級コース

初級コース

A Iコース

A I コース

入門コース

入門コース

基礎コース

基礎コース

応用コース

応用コース

実践コース

実践コース

■リスキリング講座就職・転職、スタートアップ、イノベーションを目指す企業DXのための教育訓練プログラム

■リスキリング講座

就職・転職、スタートアップ、イノベーションを

目指す企業DXのための教育訓練プログラム

イノベーションコース

イノベーション
コース

チャレンジコース

チャレンジ
コース

スキルアップコース

スキルアップ
コース

AI・データ利活用研究会

AI・データ利活用研究会

■DuEX講座データ関連人材育成関西地区コンソーシアム運営の大学院生向けプログラム

■DuEX講座

データ関連人材育成関西地区コンソーシ

アム運営の大学院生向けプログラム

e-Learning受講

e-Learning
受講

スタディグループ・PBL参加

スタディグループ
・PBL 参加

異分野・異業種交流会（日本数学会・日本応用数理学会・統計関連学会連合　主催）

異分野・異業種交流会
（日本数学会・日本応用数理学会・

統計関連学会連合 主催）

➢ 各種イベント
他大学との協働セミナーや実習

➢ インタラクティブマッチング

➢ 技術相談、共同研究の斡旋
スタディグループへの課題提供

Ð-DRIVE
（協働機関として参画）

■その他事業

協働機関として多方面に参画し、様々なイ

ベント等を開催、参加。



即戦力人材育成

(a) 課題解決型セミナー（研究室配属）
(b) 社内人材育成プログラム（出前授業）

リスキリング講座
共同研究、社内リーダー養成
職場の課題解決、就職・転職支援

イノベーション

棟梁レベル

スキルアップ

見習いレベル

チャレンジ

独り立ちレベル ツールと資格取得の教育訓練

◇ E-learningコンテンツ
データサイエンス with エクセル
データベーススペシャリスト
バーチャル・ヒューマン・エージェント
Pythonプログラミング
実装！ビッグデータ （I, II）
生成AI リテラシー（I, II）
実用機械学習（英語）
数理モデルの体験（英語）
機械学習・ビッグデータ ミニキャンプⅠ・Ⅱ

◇ 資格試験受験指導（オンライン）
統計検定2級（I, II）
統計検定準1級（I, II）
G検定（I, II）

◇ オンライン実習
AI創薬・ケモインフォマティクス入門

共同研究プログラム

計算生物学特別講究
数理工学特別講究

AKATSUKI事業
スマート農業事業
CREST事業

リカレント講座

学び直し、働き方改革

DuEX講座

産業イノベーション
技術相談

・E-learningコンテンツ
（Aコース、Cコース）

・PBL
（Bコース、Cコース）

・スタディグループ
（Bコース、Cコース）

データサイエンス基礎コース（A）
データサイエンス実践コース（B）
医療データ基礎実践コース（C）

実践

応用

基礎

入門

AI

初級

学部1年レベル

学部2年レベル

学部3年レベル

学部4年～大学院前期レベル

社会人～大学院後期向け

社会人向け

オープン開講

オープン開講

英国王立統計学会認定

英国王立統計学会認定

経産省・厚労省認定コース

ITパスポート

G検定

統計検定２級

統計検定準１級
データサイエンス・AIスプリングキャンプ

DS検定



リカレント講座 レベルピラミッドと各コース概要

★学び直し・働き方改革を目指す方へ
実践

応用

基礎

入門

AI

初級

実践

応用

基礎

入門

AI

初級

受講コース
モデル

③本格的にデータサイエンティストを目指したい

基礎 応用

①基礎からしっかり勉強したい

初級 AI 入門 基礎

②データを扱った経験があり、 研究室でより実践的に展開したい

応用 実践入門

コース レベル 概要 学習時間 特徴

実践
社会人から

大学院後期向け
大阪大学の連携研究室配属で半年から１年半の研究指導、エキスパート人材の育成 - -

応用 社会人
（管理職・技術職・事務職対象）

◆　データサイエンス全般の知識を有し、機械学習を活用してデータに基づく問題解決、意思決定を実践できる人材を育成

◆　現代社会と連動して進むデータサイエンスの最前線に、当事者として関わっていくためのコース

EL：30H
SC：30H（毎週）

＜経済産業省＞
第四次産業革命スキル習得講座
＜厚生労働省＞
専門実践教育訓練講座

基礎
学部4年から

大学院前期レベル

◆　基礎から応用までの幅広いデータサイエンス力を養成（※数式は一通り扱えることが前提）

<Ⅰ>　　数理統計、機械学習、情報システムを横断的に解説

<Ⅱ>　　・データサイエンスのための数学概論
　　　      ・データサイエンスで使われている手法と原理の解説

<Ⅰ＞
EL:15H
補講(動画):5H
RP:5回

＜Ⅱ＞
SC動画:15H

英国王立統計学会認定講座

入門 学部3年レベル

◆　文理を問わず、全ての大学2年生に向けたデータサイエンス科目

◆　大学1年次の数学の復習も含み、プログラミング、統計学、機械学習の基礎を学ぶ

◆　統計学を中核に添え、数式を交えたデータサイエンスの入門

EL:20H
補講(動画):5H

英国王立統計学会認定講座

AI 学部2年レベル

◆　AIの基礎と、実社会で適用されているデータサイエンス、データエンジニアリングツールの実態とその原理を明らかにする

◆　AI がどのような未来を引き起こすのかを理解し、 データ・AI の基礎を獲得して、
　　 数理・データサイエンス・AI の知識を自らの専門分野へ応用・活用するための大局的な視点を獲得

◆　＜Ⅱ＞では、Excelなどを用い実際に手を動かしてデータ分析する機会を設け、社会での実例を題材とした演習を実施

＜Ⅰ＞
EL:8H
補講(動画):2.5H

<Ⅱ＞
EL:15H
補講(動画):2.5H

文部科学省事業
『大学における数理・データサイエンス・
AI教育プログラム』にて策定の「数理・
データサイエンス・AI（応用基礎レベル）
モデルカリキュラム」に準拠

初級
全学部1年レベル

高校２年生までの数学知識

◆　基礎から学べるリテラシーレベル

◆　データと社会との関係性を学ぶ「導入」　・　データを読み解き、扱うための基礎的な能力を学ぶ「基礎」・
　　 データやAIを利活用する際の倫理的・法的・社会的な留意点などを学ぶ「心得」などにより構成

EL:15H
補講(動画):5H
RP:5回

文部科学省事業
『大学における数理・データサイエンス・
AI教育プログラム』にて策定の「数理・
データサイエンス・AI（リテラシーレベ
ル）モデルカリキュラム」に準拠

EL:E-Learning RP:ﾚﾎﾟｰﾄ　SC:ｽｸｰﾘﾝｸﾞ

統計検定準1級レベル相当

統計検定2級レベル相当

ITパスポートレベル相当

G検定レベル相当



HRAMリカレント講座 基礎コース ・ 入門コース がRSS認定を受けています

◆ 英国王立統計学会について
(Royal Statistical Society)

英国王立統計学会（RSS）から認定を受けた講座を修了すると、認定データアナリストとしての要件の一部を満たす。

◆ 英国王立統計学会認定講座について
（Royal Statistical Society, RSS）

1834年設立。

現代の統計学の発展の礎としての重要な役割を果たしてきた世界有数の権威を持つ統計学会。統計学の発展と応用を推進するこ

とを目的としており、教育・研究・応用を促進する活動を行っている。世界最大の統計学会であるアメリカ統計学会の姉妹団体。

英国王立統計学会 HPはこちら RSS - ホーム

詳細はガイダンス動画・資料をご覧ください。

リカレント講座 英国王立統計学会認定講座について

◆ 認定データアナリストについて
英国王室認定団体である王立統計学会（RSS）がデータ分析のプロとしてのスキルや知識を国際基準で認定する制度。専門性と信頼

性が高く、我が国でも注目されている国際資格。

https://rss.org.uk/


難易度 高

初級コース
入門コース

AIコース

応用コース

基礎コース

データ活用
●ビジネス活用(意思決定)
●ビジネス活用(施策実施)

ソリューション企画
●要求分析、IT化対象の決定
●既存資産の再利用検討、

ITソリューション

マルチメディア
●スパースモデリング
●テキスト処理
●音声処理 ●画像処理

データベース
●トランザクション処理
●関係データベース設計と操作言語

プログラミング
● Python入門
● R言語入門 ●特徴抽出

データエンジニアリング
●構造化データ・
  非構造化ツールの統計解析ツール
●蓄積、加工
●データウェアハウス
●非構造化データ・データベース

データサイエンス入門
●ニューラルネットワークの構造と学習
●データ生成過程のモデル化

情報理論の基礎
●情報源符号化 ●データ構造
●標本化、量子化
●形式言語、形式手法
●アルゴリズム、数値計算
●自然言語処理、
分散・並列コンピューティング

機械学習の基礎
●弱いAI・強いAI ●フレーム問題
●探索・推論 ●知識表現

●データの分類

●変分ベイズ法
●ニューラルネットワークⅠ,Ⅱ
●ディープラーニングⅠ,Ⅱ

データサイエンスと社会
●イントロダクション
●実社会でのデータサイエンスの 事例
●データサイエンス入門1
●データサイエンス入門2
●R言語の基礎
●Pythonの基礎

数学基礎
・数の体系
・数理モデル
・力学系
・多変数の微積分
・曲線と曲面
・ガウスの消去法
・線形空間
・固有値問題
・変分問題

実践コース

リカレント講座 カリキュラムマップとシラバス

ビジネス力

ビジネス課題を整理し
解決を見出す力

データ
エンジニアリング力

データサイエンスを意味の
ある形に使えるようにし

実装、運用する力

データ
サイエンス力

情報処理、人工知能、統計学
などの情報科学系の
知恵を理解し、使う力

●データを読む
●データを説明する
●データを扱う

●社会で起きている変化と活用されて
いるデータ
●データ・AIの活用領域と利活用のた
めの技術
●データ・AI利活用の最新動向と
扱う上での留意事項

●統計および数理基礎
●アルゴリズムの基礎
●外部講師授業
●データ活用実践(教師なし学習)
●データ活用実践(教師あり学習)
●テキスト解析
●画像解析
●データ構造とプログラミング
●時系列データ解析

●データ駆動型社会とデータサイエンス
●データ分析の進め方
●データ構造とビッグデータ
● AIの歴史と活用領域
● AIと社会
●機械学習のための数学基礎
●機械学習のための数学基礎2
●機械学習のための数学基礎3
●機械学習の基礎（特徴抽出）
●機械学習の基礎と展望
●機械学習の予測・判断
●機械学習の予測・判断2
●言語・知識のための機械学習
●身体・運動と深層学習の基礎と展望
●ニューラルネットワークの学習

●データサイエンス概論
●単回帰分析
●重回帰分析
●ニューラルネットワーク
●深層学習
●データエンジニアリング
●データ収集・蓄積
●データ加工
●演習（データモデリング）
●ITセキュリティ
●人工知能の歴史
●経路探索
●知識表現
●人工知能の倫理と安全性
●演習（AI技術と応用分野）

データサイエンスの活用
●機械学習(ロジスティク回帰)
●機械学習(ニューラルネットワークの基礎)
●機械学習(クラスタリング)
●機械学習(決定木）
●機械学習(ディープラーニング)

統計学基礎
● 数理統計1
● 数理統計2
● ベイズ統計
● 微分
● 単回帰分析
● 線形代数
● 重回帰分析

回帰分析
●問題の設定と解法
●回帰の評価
●多重共線性

データの分類II：クラスタリング
●K-means
●混合ガウスモデル
●EMアルゴリズム

データの可視化の基礎
●データの集計
●データの分布の可視化と解析
●多次元データの可視化

線形代数と多次元データの
扱いの基礎
●線形代数-ベクトル・行列
●相関係数
●多次元正規分布

多次元データの可視化と分析
●主成分分析の基礎
●主成分分析の方法
●因子分解と多次元尺度法

ROC解析
●ROC曲線
●正答率とAUC
●ROC解析の実例

データの扱いの基礎
●様々なデータ
●データ取得での留意点
●データ解析の実際

確率統計の基礎
●確率的な現象
●確率変数と確率分布
●同時確率、条件付き確率とベイズの定理

仮説検定
●信号検出としての仮説検定
●様々な検定１
●様々な検定２

最尤推定
●尤度関数と直線回帰
●二項分布
●最尤推定量の特性

ベイズ推定
●事後分布
●自然共役事前分布
●ベイズ推定の応用

一般化線形モデル
●ロジスティック回帰
●ロジスティック回帰モデルの
当てはめと評価
●質的変数の扱い

データの分類I：判別分析
●パターン認識とクラス分類
●線形判別分析とパーセプトロン
●多層パーセプトロン

統計的決定の基礎
●統計的決定
●二値分類
●意思決定の認知モデリング

信号検出理論
●シグナルとノイズ
●反応確率と標準得点
●弁別力と判断基準



リカレント講座 年間スケジュール

【実践・応用・基礎・入門】
コース終了後

【初級・AI】
毎月月末

修了判定

※
各コース修了時にアンケートを
実施しております。
ご協力お願い致します。

初級コース補助教材
（培風館）

AIコース補助教材
（培風館）

応用コース補助教材
（学術図書出版）

基礎コース補助教材
（学術図書出版）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実践コース

応用コース

基礎コース

入門コース

AIコース

初級コース

第6期 開講申込

コースガイダンス

第11期 開講申込

お知らせ・コースガイダンス

通年開講

第11期 開講
申込

通年開講

第4期 開講 （2025年度生）
2月より募集、マッチング～選考

入学式

第3期 開講 (2024年度生）

全体ガイダンス

お知らせ・コースガイダンス

第10期 開講
申込

お知らせ・コースガイダンス

第10期 開講
申込

3月よりお知らせ・コースガイダンス



リカレント講座 開講実績

ｃ

受講者累計

入門 学生 65 162

社会人 419

受講生合計 484

修了者累計 受講者累計

応用 学生 6 55

社会人 62

受講生合計 68

修了者累計

ｃ

初級 Ⅰ 226

（Ⅰ・Ⅱ） Ⅱ 151

修了者累計

AI Ⅰ 73

（Ⅰ・Ⅱ） Ⅱ 40

修了者累計

受講者累計

基礎 学生 84 Ⅰ 122

（Ⅰ・Ⅱ） 社会人 302 Ⅱ 69

受講生合計 386

修了者累計



第1ステップ 第2ステップ 第3ステップ

書面審査・面接 連携研究室で共同研究 所属研究科で学位申請

学会発表
または

論文執筆
で修了

受講者数 修了者数
（予定含）

第1期（2022年度） 4 2

第2期（2023年度） 5 3

第3期（2024年度） 6 2

リカレント講座

数理・データサイエンス・AIエキスパート人材の育成

全学を対象とし、他大学に普及・展開する数理・データサイエンス・AI学部教育と、副プログラムを中心とする前期課程教育に立脚し、全学の連携研究室によって、学術研究と連動したエキス
パート人材育成を達成して、アカデミアと産業界の人材の循環を実現する

実践コース



★共同研究、社内人材育成、職場の課題解決、就職・転職支援を求める方へ

リスキリング講座 レベルピラミッドと各コース概要

イノベーション
コース

スキルアップ
コース

チャレンジ
コース

AKATSUKI事業
スマート農業事業
CREST事業

イノベーション
コース

棟梁レベル
ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ週1回
全体会議月１回

（いずれもWEB）

共同研究プログラム

①計算生物学特別講究
②数理工学特別講究

・数理モデルとシミュレーションによって生命動態を再現して臨床医学に応用する
・計測データによる数理モデル構築とシミュレーションデータの解析による計算コスト
　の削減に取り組む

チャレンジ
コース

独り立ちレベル
ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ週1回
全体会議月１回

（いずれもWEB）

大学教員と企業からの外部講師との共同指導により、異業種に携わる少人数での 実践的な課
題解決型セミナーを実施。学術と実践の両面から課題発見・解決する力を 身につけ、高いレベル
のスキルを習得する

　A 　【個人会員プログラム】 課題解決指導
　
　　　　　仮想研究室配属、半年を通して受講
 

　B 　【法人賛助会員企業社員プログラム】 社内人材育成

　　　　　共同研究、出前授業、技術相談などオーダーメイドプログラム

スキルアップ
コース

見習いレベル
オンライン

①　E-Learningコンテンツ
     　教科数：1３

②  資格試験受験指導
　　　　統計検定・G検定

③  オンライン実習

ツールと資格取得

の教育訓練

即戦力人材育成

研究プログラム



様式２

● 毎年8月に研究室をリニューアル。半年単位で継続受講可、新規受講は随時受入

● 各研究室、少人数クラス

● 担当する大学教員による仮想的研究室に配属

● プロフェッショナルから学術と実践の両面からの指導のもと、課題を発見し問題を解決していく。

課題解決型セミナーによる実践教育講座。

◆高度AI人材育成プログラム

マッチングにより、ロボティクス・生命科学・人工知能・計算論的心理学などの仮想的研究室に配属。

・ 遠隔オフィスによるオンラインセミナー：週1回
・ 全体セミナー：月1回

を開催し、外部講師と学内教員による継続的な技術支援の下に、成果報告と討論・検証を行い、共同研究に繋げます。

個人会員プログラム

リスキリング講座 チャレンジコース

＜ 仮想的研究室 ＞

A

チャレンジコース
受講料

HRAM
年会費

合計

HRAM個人賛助会員の方（社会人のみ）
HRAM法人賛助会員の社員の方

33,000円（税込） - 33,000円

HRAM准正会員の社員の方 55,000円（税込） - 55,000円

新たにHRAM会員になり、受講希望の方 33,000円（税込） 50,000円（非課税） 83,000円

HRAM会員にならずに、受講希望の方 55,000円（税込） - 55,000円

受講料について



＜実践例１＞

化学工業会社
実施期間：2019年2月～4月（計8回）
受講者人数：9名
講義数：8回（1回あたり90分×8コマ）
講義日数：8日
場所：企業内
担当：江口翔一特任助教（大阪大学）

内容：
統計的観測や統計解析の基本事項について講義、記
述統計における解析手法や確率分布の数学的な基礎、
統計的観測・検定の具体的な方法論について触れ、
それらの意味と意義、特徴について理解を深めるこ
とを目指す。

＜実践例４＞

電気機器製造会社
実施期間：2023年2月21日

2023年3月6日
受講者人数： 40 名
講義日数：２日（４時間ｘ2日）
開催形式：対面・遠隔接続・録画可
場所：企業内（京田辺市）
担当：鈴木貴副センター長

内容：
「データサイエンスとAIが拓く未来」
社会実装も含めた講義

非鉄金属製造会社
実施期間：2023年6月20日 ２時間
受講者人数：114名
開催形式：対面＋Teams
担当：鈴木貴副センター長

内容：
「ビッグデータの利活用」
基本的な記述統計と推測統計の概要とデータサイエンスで使
われている数学のあらまし。2023年度の研究開発本部のDX教
育の企画として、統計学講座など、
数理基礎を学ぶプログラムとする。

＜実践例5＞

＜実践例3＞

医療機器製造会社
実施期間：2022年10月11日
受講者人数：129名
開催形式：ウェブ（Teams)
担当：鈴木貴副センター長

朝倉暢彦特任准教授
野島陽水特任講師
高野渉特任教授（大阪大学）

内容：
「ビッグデータ活用事例に関する講演会」
ビッグデータ技術で実現できたこと/できなかったこ
とを中心に紹介する事で、聴講者にとってビッグ
データ技術がどのような場面/用途に活用可能かを知
る・考える機会とする。

医療機器製造会社
実施期間：〈Ⅰ期〉2024年1~3月、〈Ⅱ期〉2024年5月～9月、〈Ⅲ期〉2024年11~3月（全30時間）
受講者人数： 〈Ⅰ期〉5名、〈Ⅱ期〉4名、〈Ⅲ期〉5名
開催形式：オンライン講義、

対面スクーリング、個別指導
担当：鈴木貴副センター長

朝倉暢彦特任教授
野島陽水准教授
高野渉特任教授
松原繁夫特任教授（大阪大学）
瀧寛和和歌山大学元学長

＜実践例6＞

内容：
「データ関連人材の育成」
ソフトウェア開発の土台となる「アルゴリズム」
「コンピュータ・アーキテクチャの理解」「チーム開発、コ
ミュニケーション、マインドセット、文化」に関するスキル
を養成し、デジタル人材としての基本能力とマインドセット
の両方を持ち合わせたリーダー的存在を育成する

経済連合会
実施期間：2021年10月～2022年2月
受講者人数：125名
実施内容：
●各月オンデマンド教材視聴3コマ ： 全15コマ 約60分／コマ 計15時間
●スクーリング（3回） 約1.5時間／回
●ミニキャンプ（2回） ： 12月（講義）、3月（修了式）
●レポート課題を毎月1回提出
スクーリング講義数：初級5回、入門5回
開催形式：ウェブ4回、対面ミニキャンプ（広島市内）1回
担当：朝倉暢彦特任准教授（大阪大学）

上阪彩香特任助教（大阪大学）

＜実践例2＞

◆出前授業

講師陣（HRAM兼業）が企業に赴くオーダーメイド授業

法人賛助会員企業社員プログラム

リスキリング講座 チャレンジコース

【料金】要相談

B



※2024年度は試行期間、2025年度以降に修了要件を設定

ツールと資格取得のための教育訓練を目的としたコース。

① E-Learninｇコンテンツの視聴

② 資格試験受験指導（オンライン）

【E-learningコンテンツ一覧】

スキルアップコースリスキリング講座

コンテンツ名

データサイエンス with Excel

Excelでデータを扱う（PDF）

データベーススペシャリスト

1 Web アプリケーションの開発手法

2 SQL 入門（コマンド基礎）

3 データベース設計（概念設計、論理設計、物理設計）

4 データベース正規化

5 SQL 実践（DBMS を利用）

6 テーブル結合、副問い合わせ、インデックス作成

7 実行制御（トランザクション、ロールバック、デッドロック）

8 分散型 DB

バーチャル・ヒューマンエージェント

1 バーチャルヒューマンエージェントとは

2 バーチャルヒューマンエージェント「レイチェル」導入事例

3 プロダクト「LUDENS」の仕組みを知る

4 バーチャルヒューマンエージェントを構成するテクノロジー

Pythonプログラミング

第1回 エクセルを用いたe-statデータの可視化

第2回 Pythonを用いたe-statデータの回帰分析

第3回 Pythonを用いたクラスタリング

第4回 Pythonを用いた手書き文字認識

第5回 Pythonを用いたニューラルネットと言語解析

コンテンツ名

実装！ビッグデータⅠ

「AIを用いたマーケティング戦略」

「身体運動データ科学」

「機械学習を用いた慢性膵炎の発症予測」

「編集ネットワークから読み解くWikipediaの生態系」

「IPFおよび肺がんの比較解析」

実装！ビッグデータⅡ

「人と機械の集合知による経済指標予測」

「人工知能技術、新たなる発展」

「スマートツーリズム　〜人工知能・情報技術と観光〜」

「データと業務・人の行動」

「セマンティックセグメンテーションを用いたX線画像からの椎骨検出」

生成AIリテラシー

第1回 生成AIの主なプロダクトと利用環境の構築

第2回 会話型生成AIのプロンプト

第3回 ChatGPT APIの利用

第4回 ソフトウェアを補助する会話型生成AI

第5回 画像生成AIの静止画像作成

第6回 画像生成AIで動画を作成

第7回 Stable Diffusion以外の画像生成AIとソフトウェアを補助する画像生成AI

第8回 生成AIを利用するに当たっての「生成AIと法律」

生成AIリテラシー　PartⅡ

第1回・第2回 生成AIの基礎知識と最近の動向

第3回・第4回 生成AIの可能性と限界を理解する

第5回・第6回 生成AIを適切に活用するためのリテラシー（特性、法と倫理）

コンテンツ名

実用機械学習（英語）

実用機械学習１～３

数理モデルの体験（英語）

数理モデルの体験１～３

機械学習・ビッグデータ　ミニキャンプI (動画コンテンツとしては1本）

1 理数系学生のためのデータサイエンス入門

2 他者理解のためのメンタライジングの計算理論

3 応用基礎～データエンジニアリング

機械学習・ビッグデータ　ミニキャンプⅡ(動画コンテンツとしては1本）

1 理数系学生のためのデータサイエンス入門Ⅱ

2 データサイエンスのための行列分解

3 ExcelとPythonを用いたデータ分析

生成AI活用講座

教養としての生成AI　～AI時代に取り残されないために～

第1回 1 生成AIの現況とセキュリティ

2 実務と生成AI

3 ChatGPT実践（エクセルでの活用）

第2回 1 効果的なプロンプトの作り方

2 ChatGPT実践（メール文章作成）

3 Google　AI　Studioのご紹介

第3回 1 Notebook　LMのご紹介

2 GPTｓについて

NEW



【資格試験受験指導（オンライン演習）】

スキルアップコースリスキリング講座

各講座全2回ずつのシリーズ講義
2日間にわたる13：30-16：30の短期集中型受験指導

受講形態 Zoomミーティング

【指導対象資格】

◆統計検定 2級＜Ⅰ・Ⅱ＞
準一級＜Ⅰ・Ⅱ＞

◆G検定 ＜Ⅰ・Ⅱ＞



E-Learning自習コース利用イメージ

DuEX講座

共通コンテンツ

業種別コンテンツ

データサイエンティスト向け
コンテンツ

学び直しコンテンツ

何から始めていいかわからない方は…

共通コンテンツが難しいと感じる。
基礎から学びなおしたい！

自らの業種に関連のある内容を学びたい！

データサイエンティストを目指して

3科目 7科目

14科目

コース：データサイエンス「基礎コース」 コース：データサイエンス「実践コース」 コース：医療データ「基礎 実践コース」A B C

E-Learningコンテンツの受講 常時公開

大学院生向けに作成した動画コンテンツ
（金融・保険、医療・製薬、ものづくり、マーケティング等）

コース コースA C

スタディグループ・PBLへの参加

企業側から提示された課題に対し、
履修生･教員･課題提供者によるワーキンググループが解決法を提案

スタディグループ： コース コースCB

PBL：数式処理・自然言語



科目名 教材形式 DuEX
コース

データサイエンス基礎

※ データサイエンス基礎I 動画（10時間） A

データサイエンス基礎II 動画（12時間） A

情報セキュリティ入門 動画（15時間） A

統計的機械学習基礎

人工知能・機械学習概論 動画（18時間） A

データ科学（機械学習）I PDF A

データ科学（機械学習）II PDF A

プログラミング基礎

PythonプログラミングI 動画（7時間） A

PythonプログラミングII 動画（8時間） A

Pythonによる機械学習プログラミング 動画（8時間） A

共通コンテンツ

科目名 教材形式 DuEX
コース

データサイエンスのための線形代数 PDF A

データサイエンスのための最適化 PDF A

機械学習のための数理with R/Python 動画（2時間） A

ベイズ統計入門 動画（6時間） A

確率的グラフィカルモデルと因果推論 動画（3時間） A

スパース推定と機械学習への応用100問 動画（1時間） A

ガウス過程と機械学習入門 動画（5時間） A

カーネルの機械学習への応用 動画（1時間） A

☆ Cox比例ハザードモデル PDF A

医学統計学続論 PPT C

診療データからの臨床研究データの蓄積 PPT C

治療の有効性・安全性の評価 PPT C

診断法の精度評価・診断プロセスの理論 PPT C

科目名 教材形式 DuEX
コース

※ 線形代数I PDF A

☆ 離散データからの計算論的学習 PDF A

Pythonサウンドプログラミング PDF A

※ データ科学のアルゴリズム PDF A

※ 数理モデルの基礎 PDF A

生命科学入門I PDF C

生命科学入門II PDF C

学び直しコンテンツ

データサイエンティスト向けコンテンツ

※は基本コンテンツ
☆は専門コンテンツ

PDF:資料のみ、システムよりダウンロード可
PPT:資料＋ノート、ダウンロード不可

◆ 社会人・リスキリング者向け

DuEX講座 e-Learningコンテンツについて①



科目名 教材形式 DuEX
コース

※ 文系のための統計学 PDF A

データ科学（社会統計）I PDF A

データ科学（社会統計）II PDF A

※ Pythonを用いたデータマイニング入門I 動画（5時間） A

Pythonを用いたデータマイニング入門II 動画（6時間） A

Pythonを用いたテキストマイニング入門 動画（6時間） A

金融・保険向けコンテンツ

製薬・医療向けコンテンツ

科目名 教材形式 DuEX
コース

数理医学概論 動画（6時間） C

※ 医学統計学総論（医学統計学入門） PPT C

医学統計学各論（線形回帰分析） PPT C

医学統計学各論（ロジスティック回帰分析と一般化線形モデル） PPT C

医学統計学各論（生存時間解析） PPT C

※ バイオインフォマティクス PPT C

バイオインフォマティクス解析 PDF C

病気と健康に関する調査研究 動画（10時間） C

数理腫瘍学Ⅰ～Ⅵ PPT＋音声（9時間） C

マーケティング向けコンテンツ

科目名 教材形式 DuEX
コース

※ 文系のための統計学 PDF A

データ科学（社会統計）I PDF A

データ科学（社会統計）II PDF A

データ科学と意思決定I PDF A

データ科学と意思決定II PDF A

※ Pythonを用いたデータマイニング入門I 動画（5時間） A

Pythonを用いたデータマイニング入門II 動画（6時間） A

製造・インフラ向けコンテンツ

科目名 教材形式 DuEX
コース

※ 理工系のための統計学I PPT A

※ 理工系のための統計学II PPT A

理工系のための統計学III PPT A

理工系のための統計学IV PPT A

数値シミュレーション法I PPT A

バイオインフォマティクス PPT C

バイオインフォマティクス解析 PDF C

工学への数値シミュレーション PPT A

◆ 業種別 コンテンツ（社会人・リスキリング者向け）

※は基本コンテンツ

PDF:資料のみ、システムよりダウンロード可
PPT:資料＋ノート、ダウンロード不可

DuEX講座  e-Learningコンテンツについて②



Cコーススタディグループ 数理腫瘍学の一例

• 企業側から提示された課題に対し、履修生･教員･課題提供者によるワーキンググループが解決法を提案する

• ワーキングは土曜日3時間、計4回(課題定義→スタディグループ→成果発表)各ターム毎(春夏秋冬)に行う

• 必要に応じて機密保持契約を結び、事前調査、事後共同研究を実施する

2019年実施例

2021年実施例

スタディグループ紹介動画 http://www-mmds.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/faculty/personal/suzuki/movie/MMDS_Video.mp4
スタディグループ参加者の声 https://hram.or.jp/business/pdf/comment20220113.pdf

DuEX講座 スタディグループ・PBLへの参加

http://www-mmds.sigmath.es.osaka-u.ac.jp/faculty/personal/suzuki/movie/MMDS_Video.mp4
https://hram.or.jp/business/pdf/comment20220113.pdf


無料

回数 日程 タイトル 講師 場所 参加者数

第67回 2024年4月19日 物理現象の性質を反映したグラフニューラルネットワークによる物理シミュレーションの機械学習 堀江 正信 氏（株式会社RICOS  最高研究責任者 (CRO) 兼 基盤研究部部長) オンライン開催 154人

第68回 2024年4月26日 量子コンピュータの現状と国産実機の紹介 北川 勝浩 氏（大阪大学 量子情報・量子生命研究センター（QIQB）センター長） オンライン開催 84人

第69回 2024年5月17日 錯視が紐解く視空間モデル 西本 博之 氏（大阪産業大学 デザイン工学部 情報システム学科 教授） オンライン開催 63人

第70回 2024年5月31日 AIとサイバーセキュリティの課題と取組テーマ 石黒 正揮 氏 （株式会社三菱総合研究所 先進技術・セキュリティ オンライン開催 59人

第71回 2024年6月7日 胃癌発見AIの臨床への挑戦　- 内視鏡AIの開発の舞台裏- 平澤 俊明（がん研究会有明病院 消化器センター 上部消化管内科

胃担当部長）

オンライン開催 66人

第72回 2024年6月28日 多層的生体情報の統合による疾患予防デジタルツインの構築 村上 善則氏（日本医科大学先端医学研究所  特命教授） オンライン開催 98人

第73回 2024年7月12日 核融合エネルギー：データ駆動社会を支える未来 藤岡 慎介 氏（大阪大学 レーザー科学研究所 教授） オンライン開催 35人

第74回 2024年7月26日 位相的データ解析とその応用例 エスカラ エマソン ガウ (ESCOLAR, Emerson Gaw)（神戸大学大学院人間発達環境学研究科 人間環境学専攻 人間環境学講座 助教） オンライン開催 44人

第75回 2024年8月9日 AIを有するロボットマニピュレータとラボオートメーション 万 偉偉 氏（大阪大学 基礎工学研究科システム創成専攻 准教授） オンライン開催 170人

第76回 2024年8月23日 最近の法律へのAI応用および人工知能法学について 佐藤 健 氏（情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設 人工知能法学研究支援センター センター長） オンライン開催 81人

第77回 2024年9月13日 機械学習により得た時間発展モデルの力学系解析 中井 拳吾 氏（岡山大学学術研究院 環境生命自然科学学域 講師） オンライン開催 97人

第78回 2024年10月11日 4D-CTA・4D-MRA医療画像に基づく壁微小運動の数理解析とAI技術の融合 杉山 由恵 氏（大阪大学大学院 情報科学研究科 情報基礎数学専攻 教授） オンライン開催 73人

第79回 2024年11月8日 医療機関におけるDXの進め方とDXがもたらすインパクト 小川 貴久 氏(JA長野厚生連佐久総合病院・医療センター（長野）整形外科・DX推進部　整形外科医長) オンライン開催

第80回 2024年11月15日 AIと著作権法 赤坂 亮太 氏（大阪大学社会技術共創研究センター　准教授） オンライン開催

第81回 2024年11月29日 ベイズ的方法に基づく統計的因果推論の基礎 堀井 俊佑氏（早稲田大学 データ科学センター 准教授） オンライン開催

第82回 2024年12月6日 安全性を考慮した強化学習：基礎から応用まで 和地 瞭良氏（LINEヤフー株式会社 LINEヤフー研究所 Chief Research Scientist） オンライン開催

第83回

その他イベント

AI・データ利活用研究会

目 的

開 催

産業界で進行するAI・データの利活用、そのメカニズムを解明する理論研究の調査を進める

不定期・オンライン開催（Zoom）

費 用



その他イベント

異分野・異業種研究交流会

数学・数理科学専攻若手研究者のための異分野・異業種研究交流会は、数学専攻の博士課程学生を
はじめとする数学・数理科学系の若手研究者と、諸科学や産業界とのマッチングの場

2024年度のプログラム

【第1部】開会挨拶・来賓挨拶・基調講演

【第2部】参加企業・研究所紹介(一企業・研究所あたり4分以内 20社を想定) 

【第3部】若手研究者によるポスター展示(ポスター展示と対面での質疑応答) 

【第4部】参加企業・研究所との個別交流会（企業ブース訪問）
※参加費として企業・研究所から一件あたり55,000円（税込）

【情報交換会】会費制一般3,000円，学生1,000円
・ベストポスター発表（優れたポスター発表には「ベストポスター発表」を授与し表彰する）

・企業人、学生、研究者との意見交換

数学を活用した諸科学や産業への応用展開に数学の思わぬ力を発見してもらうことや、
産業界や経済界の様々な分野で活躍できる場を認識してもらうこと

目 的

開 催 年1回、会場にて対面式

2024年度の様子



3. 会員種別のご案内



会員種別

Ⅳ：個人賛助会員

学生

Ⅳ：個人賛助会員

社会人

Ⅱ：法人賛助会員Ⅰ：法人正会員

（議決権あり）

※ DuEX講座 PBL・スタディグループ受講を含む、より実践的内容

・入会金: 不要
・会員期限: ID・PW発行日から1年後の月末まで

学生会員は年度末の3月末まで

はい

START

いいえ

リスキリング講座の受講・DuEXスタディグループへの参加をご希望ですか

社会人 個人での入会希望ですか

はい

いいえ

37名迄38-74名75名以上

いいえ

社会人ですか

はい

31名以上 4名未満

Ⅲ：准正会員A Ⅲ：准正会員CⅢ：准正会員B



※割引について

社会人：入会3年目３万円、４年目2万円、５年目以降1万円

   法人賛助会員の社員：入会４年目２万円、５年目以降１万円

※１ 応用コースは別途費用要（１０万円）。

※２ チャレンジコースは別途費用要

（詳細は詳細は『リスキリング講座 チャレンジコースA・Bを参照

※３ 企業側から提示された課題に対し、履修生･教員･課題提供者による

ワーキンググループが解決法を提案。

（詳細は『DuEX講座 スタディグループ・PBLへの参加』を参照）

※４ 数理人材育成協会(HRAM)を窓口にして、

大学教員が企業に向けてオーダーメイドの講義を実施。

（詳細は『リスキリング講座 チャレンジコース🄱を参照）

※5 博士課程学生をインターンシップに派遣するため、企業の方々に参加

頂き、学生が10分程度のプレゼンテーションを行う．

企業の求めるものと学生の研究がマッチした場合にインターンシップ

を実施。

学生は2週間(難しい場合は1週間）から３ヵ月かけて提案企業に

通い、与えられた課題に取組む．

会員種別

社会人 学生

無料 無料 無料 無料 無料

正会員(法人） 准正会員(法人） 賛助会員(法人) 賛助会員(個人) 賛助会員(個人)

有 無 無 無 無

法人 法人 法人 個人 個人

法人正会員の社員 法人准正会員の社員 法人賛助会員の社員 社会人 学生

100万円

法人正会員の社員50名まで

（50名超）2万円/人

A.100名まで 100万円

B. 50名まで    50万円

C. 25名まで    25万円

（所定人数超）2万円/人

7万円/企業

＋

法人賛助会員の社員
3万円/人

（※割引について）

社会人 :  5万円
　（※割引について）

学生 　: １万円

○ ○ ○ ○ ○

リスキリング講座
※２

イノベーション 〇 〇 〇 〇 〇

チャレンジ 〇 ー 〇 〇 〇

スキルアップ 〇 〇 〇 〇
資格試験受験指導講座

のみ〇

DuEX講座 e-learning受講 〇 〇 〇 〇 〇

スタディグループ
※３

課題提供・参加 課題提供 課題提供・参加 参加 参加

出前講義※４ 〇別途費用要相談 〇別途費用要相談 〇別途費用要相談 ー ー

〇 〇 〇 〇 〇

年会費
（ID発行日より１年間有効）

リカレント講座※１

参画メンバー

インタラクティブマッチング参加※5

Ⅱ．法人准正会員Ⅰ．法人正会員

入会金

会員の種類

議決権

資格

Ⅳ. 個人賛助会員
Ⅲ. 法人賛助会員



4. ご入会方法
講座・コースの受講申込方法



① HRAM HP （URL: https://hram.or.jp/）の各「入会申込」フォームよりお申込ください。

② 自動返信メールに記載の振込先に年会費をお振込下さい。

③ 年会費の入金確認が出来次第、e-Learning受講に必要な教務システムのID・パスワードを送信致します。

（法人入会に際しては、別途名簿を頂き請求書を送信致します。）

入会方法

https://hram.or.jp/


① ご入会後、リカレント講座・リスキリング講座のご受講には、お申込が必要です（准正会員様を除く）

② 教務システム「KnowledgeDeliver」より、

ID・PWをご入力してe-Learningコンテンツをご受講頂きます。

システムの操作方法案内動画をご覧いただけます。

https://hram.or.jp/guidance/movie/KnowledgeDeliver_howtouse.mp4

※この動画はAIコースを例として案内しています。

受講方法

通年開講している初級・ＡＩコースを除くコースにつきましては、

開講前になりましたら会員様宛にメールで開講案内をお送り致します。

各コースシラバスなどの詳細は、左記表の 「詳細：」URLよりご確認下さい。

受講を希望されるコースの 申込 ボタンより、お申込下さい。

（准正会員様は、お申込みは不要です）

https://hram.or.jp/guidance/movie/KnowledgeDeliver_howtouse.mp4


〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町1-3

大阪大学 数理・データ科学教育研究センター内

電話：06-6850-8392

メールアドレス：info@hram.or.jp      

URL: https://hram.or.jp/

一般社団法人 数理人材育成協会
Human Resource Association of Mathematics

mailto:info@hram.or.jp
https://hram.or.jp/
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